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コロナ禍における葬儀に関するアンケート調査結果 
第 1弾:喪主等経験層に対するアンケート結果報告 

～コロナ禍、喪主等経験層の葬儀満足度は 77%超と高い結果に～ 
 

人生の二大行事である「冠婚葬祭」を、互助会という助け合い事業を通じて、お手伝いしてきた株式会社ベルコ(本
社:大阪府池田市、代表取締役社長:齋藤 斎、以下「ベルコ」）とベルコグループ企業であるみどり生命保険株式会
社(本社:東京都北区、代表取締役社長:安達倫明)は、コロナ禍により葬儀の簡素化が進んだと言われている中、コロ
ナ禍３年間における葬儀の実態を把握すべく、この間に「喪主(喪主に準じた立場の方を含む)となられた方」、同「葬儀
に参列された方や葬儀経験のない方」に対する意識アンケート調査を実施し、合計 1,768 名の方から回答を得ました。 

 
今後、同アンケート調査結果を以下の通り、順次公表してまいります。 

① 「喪主(喪主に準じた立場の方を含む;以下「喪主等」)経験層」へのアンケート結果報告(7 月 31 日公
表) 

② 喪主等経験以外の「葬儀参列経験あり、同経験なし層」(以下、「喪主等以外層」)へのアンケート結果
報告(8月 3日公表予定) 

③ 「喪主等経験層」と「喪主等以外層」における葬儀に対する意識比較報告(8月 10日公表予定) 

 
 ベルコグループとしては、本調査結果が今後、葬儀を執り行われる方の参考になるとともに、ご逝去された方との充分な
お別れに繋がっていければと願っております。 

■コロナ禍の葬儀に関するアンケート調査の概要 
調査対象︓全国 40歳以上で過去 3年以内に喪主等経験あり、同葬儀参列経験あり・なしを事前に確認し

た後、「喪主等経験層」と「喪主等以外層」に分けて具体的なアンケートを実施 
調査方法︓インターネット調査 
調査期間︓2023年 6月 20日～2023年 6月 29日まで 
調査会社︓ジャストシステム㈱ 
回答人数︓喪主等(喪主に準ずる立場の方を含む)経験層 878名、喪主等以外層(喪主等以外の葬儀参列

経験あり・なし)890名、合計 1,768名 
※本調査結果の百分率表示は小数点第 2位で四捨五入を行っているため、合計しても 100％にならない場合があります 

 
上記アンケート結果報告の第１弾「喪主等経験層に対するアンケート」結果の概要は次頁の通りです。 

 
Press Release  



Ⅰ.コロナ禍で行われた葬儀の主流は「家族葬」だが、地域別・逝去された方の年齢によっても異なる 

※別紙アンケート調査(喪主等経験層)詳細 P1～２参照 

・ コロナ禍３年における喪主等が務められた葬儀の形態を聞いたところ、「家族葬」が 55.1%と最も多く、続いて
一般葬が 34.4%となった。 

・ しかし、地域別と逝去された方の年齢層の区分でみてみると、地域別では「北海道と九州地方」において、一般
葬の比率が家族葬を上回る結果となった。逝去された方の年齢層でも「50代以下・60代男性、60代女性」
で一般葬が主流となっている結果であった。 

 

Ⅱ.コロナ禍で行われた葬儀の喪主等の満足度は 77%超と高い数値 

※別紙アンケート調査(喪主等経験層)詳細 P5～7参照 

・ 喪主等に葬儀の満足・不満を聞いたところ、「満足」「どちらかと言うと満足」の合計割合が 77.5%となり、不
満(どちらかと言うとを含む)の 5.6%を大幅に上回った。 

・ 満足(どちらかと言うとを含む)と回答した方のうち、最も多かった理由は、「葬儀社・葬儀スタッフの対応が良かっ
た」が最も多く(69.5%)、続いて「故人と充分なお別れができた」「遺族の負担が少なかった」であった 

・ 逆に、不満(どちらかと言うとを含む)と回答した方のうち、「葬儀費用の観点」が 53.1%と最も多かった。 
 

 Ⅲ.コロナ禍で行われた葬儀の総額費用の平均は約 113万円 

※別紙アンケート調査(喪主等経験層)詳細 P2参照 

・ 喪主等に葬儀に掛かった総額費用を確認したところ、全体では、「50万円以上～100万円未満」が最も多
く、続いて「100万円以上～150万円未満」となっており、簡易的に算出した葬儀の総額費用平均は、約
113万円となった。 

・ 一般的には「一般葬⇒家族葬⇒一日葬⇒直葬・火葬式の順で総額費用は抑えられる」と言われているが、
葬儀の総額費用を葬儀の形態別にみてみると、一般葬では、50万円以上で 50万円毎の価格帯に各々
約 20%前後と幅広い分布での回答比率となっているのに対し、家族葬では、100万円以上の価格と回答
した比率合計が約 41%と意外に高い数値となった。 

 

 Ⅳ.葬儀の事前準備をしている方の割合は少ないが、している方の満足度は高い 

※別紙アンケート調査(喪主等経験層)詳細 P３と P6参照 

・ 葬儀の事前準備については、「していない方」は 65.6%となり、「している方」が 34.4%と少数派であった。 
・ しかし、上記Ⅱで記載の葬儀執り行い時の「満足」と回答された方との相関を確認してみると、事前準備をし

ていた方の満足度は約 4割と平均よりも高くなっていた。  



◆ベルコおよびみどり生命保険の会社概要 
商号 株式会社ベルコ みどり生命保険株式会社 
所在地 大阪府池田市空港1丁目12‐10 東京都北区王子6丁目3‐43 
設立 昭和44年4月3日 平成20年8月 

総資産額 3,453億円（うち株主資本金784億円） 総資産590億円(うち資本金100億円) 
主な事業 
内容 

冠婚葬祭互助会（経済産業大臣許可第5006号） 
互助会加入口数:約266万 

生命保険事業 
生命保険保有契約件数:約27万件 

URL https://www.bellco.co.jp/ https://midori‐life.com/ 
 
◆ベルコグループの概要 
事業ブランド 互助会・葬儀事業 結婚式・ホテル・多目的ホール 生命保険事業 

関係会社 
関連施設 

㈱ベルコキシュウ（田辺市） 
㈱マリアージュインベルコ（滝川市） 
㈱ベルコ東山口（周南市） 
㈱阪南互助センター（岸和田市） 
㈱ベルライフ（津市） 
㈱ベルコ三河（豊橋市） 
 

ホテルベルクラシック 2ヵ所 
結婚式場 ベルクラシック他 
30ヵ所 
ウェディングチャペル 6ヵ所 
コスチュームサロン ５ヵ所 
多目的ホール 243ヵ所 
※海外ウェディングも実施 

みどり生命保険㈱ 
2008年に内閣総理大臣 
より生命保険業の免許取得 
資本金100億円 
総資産590億円 
保有契約27.2万件 

 
＜本プレスリリースに関するお問い合せ先＞ 
株 式 会 社 ベ ル コ 広報部    TEL︓06‐6850‐2292 
みどり生命保険株式会社 企画部    TEL︓03‐5902‐3962 

  



【別紙】コロナ禍の葬儀に関するアンケート調査(喪主等経験層)結果の詳細 
※第１弾では「喪主等経験層」についてのアンケート結果であり、「喪主等経験層」には、「喪主の立場」の方に加
え、喪主ではないが葬儀の相談や運営に携わった方(喪主に準じた立場の方)も含めた。調査結果では喪主 439
名、喪主に準じた方 439名と同数となっている。 

 
1. 喪主(喪主に準じた立場の方を含む、以下「喪主等」)を務められた葬儀の形態 

・ 喪主等経験層に「喪主等として務められた葬儀の形態」を聞いたところ、グラフ 1の通り、コロナ禍で主流となっ
ている「家族葬」が全体の 55.1%となり、続いて「一般葬」が 34.4%となっている 

   
・ しかし、これを地域別と逝去された方の年齢でみていくと、表 1の通り、違った形態が主流であったことがわかる 

① 地域別にみると、北海道と九州地方では、「一般葬」が「家族葬」の占率を上回っている 
また、近畿・中国・四国地方では家族葬の割合が全体より極めて高い結果となっている 

② 逝去された方の年齢でみると、「50代以下・60代男性」、「60代女性」で上記と同様な傾向となって
いる。また、赤矢印の通り、逝去された方の年齢が高くなるにつれ、家族葬の割合が高くなっている 

        

表1

総数 一般葬 家族葬 一日葬
直葬・

火葬式
その他

全体 878 34.4% 55.1% 5.2% 4.7% 0.6%

北海道 40 45.0% 42.5% 7.5% 5.0% 0.0%

東北地方 43 34.9% 53.5% 4.7% 4.7% 2.3%

関東地方 343 36.4% 49.9% 7.0% 6.1% 0.6%

中部地方 114 36.0% 58.8% 3.5% 0.9% 0.9%

近畿地方 194 22.7% 67.0% 5.2% 4.6% 0.5%

中国地方 46 34.8% 65.2% 0.0% 0.0% 0.0%

四国地方 15 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0%

九州地方 83 45.8% 43.4% 3.6% 7.2% 0.0%

80代以上男性 270 38.9% 54.1% 2.6% 4.1% 0.4%

70代男性 115 39.1% 47.8% 5.2% 7.8% 0.0%

60代男性 37 51.4% 35.1% 10.8% 2.7% 0.0%

50代以下男性 28 60.7% 28.6% 7.1% 3.6% 0.0%

80代以上女性 319 23.2% 64.9% 6.0% 5.3% 0.6%

70代女性 62 37.1% 54.8% 6.5% 0.0% 1.6%

60代女性 22 59.1% 36.4% 0.0% 4.5% 0.0%

50代以下女性 15 6.7% 73.3% 20.0% 0.0% 0.0%

答えたくない 10 50.0% 20.0% 10.0% 10.0% 10.0%

喪主等を務められた葬儀は次のどの形態でしたか

ご葬儀を

された方

の逝去時

の年齢帯

を教えてく

ださい。

地域別

◆葬儀の形態についての定義 

一般葬 
通夜・葬儀・告別式のお葬式で、参列
者は知人、地域の方、職場など幅広い 

家族葬 
通夜・葬儀・告別式のお葬式で、参列
者は親族や近親者 

一日葬 通夜がなく告別式のみ、１日のお葬式 

直葬・ 
火葬式 

宗教儀式のない、火葬のみのお別れ 
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・ さらに、もしコロナ禍でなかったら、望ましい葬儀、したかった葬儀をお聞きしたところ、表 2 の通り、一日葬を除
き大半の葬儀(形態)の比率が低下し、「特にない/わからない」との比率が増加した形となり、現状の葬儀施
行は、「コロナ禍で葬儀(形態)が変容していた」だけではない他の要素があるものと考えられる 

 
 

2. 喪主等を務められた葬儀の総額費用 
・ 喪主等に葬儀の総額費用を確認したところ、グラフ 2 の通り、「50万円以上～100万円未満」層が最も多

く(24.8%)、続いて「100万円以上～150万円未満」層(22.7%)が 2番目に多い回答となっている 
・ 葬儀の総額費用での(簡易)平均は、約 113万円(注)となった 

    
・ 葬儀費用については、一般的には「一般葬⇒家族葬⇒一日葬⇒直葬・火葬式の順で総額費用は抑えられ

る」と言われており、表３の通り、その傾向はある程度出ている結果となった。 
・ しかし、葬儀の総額費用を葬儀の形態別にみてみると、一般葬では、50万円以上で 50万円毎の価格帯に

各々約 20%前後と幅広い分布での回答比率となっているのに対し、家族葬では、100 万円以上の総額費
用と回答した比率合計が 41.4%と意外に高い数値となった。 

・ 「一日葬」の総額費用分布は「家族葬」と変わらずだが、「直葬・火葬式」は安価な費用感となっている      

・  

表2 一般葬 家族葬 一日葬
直葬・

火葬式

特にない/

わからない
その他

回答数 302 484 46 41 - 5

比率 34.4% 55.1% 5.2% 4.7% - 0.6%

回答数 272 421 53 28 104 0

比率 31.0% 47.9% 6.0% 3.2% 11.8% 0.0%

▲ 3.4 ▲ 7.2 0.8 ▲ 1.5 11.8 ▲ 0.6

喪主等を務められ

た葬儀の形態は

コロナ禍でなかっ

たら望ましい葬儀

の形態は

比率差

表3

総数
30万円

未満

30万円以

上～50万

50万円以

上～100万

100万円以

上～150万

150万円以

上～200万

200万円

以上
わからない

全体 878 6.7% 12.2% 24.8% 22.7% 13.3% 10.0% 10.3%

一般葬
302 2.0% 5.6% 18.9% 23.2% 19.2% 18.5% 12.6%

家族葬
484 5.6% 15.1% 28.9% 24.6% 11.0% 5.8% 9.1%

一日葬
46 4.3% 13.0% 34.8% 19.6% 13.0% 4.3% 10.9%

直葬・火葬式
41 56.1% 26.8% 9.8% 2.4% 0.0% 2.4% 2.4%

その他
5 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 40.0%

喪主等を務められた葬儀に掛かった総額費用は

あなたが喪主

等を務められ

た葬儀は次の

どの形態でし

たか

計41.4%

◆今回調査では、葬儀の総額費用は
「葬儀に関わる費用全て」として、飲食・
接待費、お布施などの寺院・宗教者手
配費、祭壇・斎場費・香典返しなどの葬
儀一式の合計値としている。 

‐P2‐ 
 

注)今回調査では、葬儀の総額費用
は価格帯で聞いているため、平均費用
算出に当たり、各価格帯の中心値
(例:100 万以上～150 万円未満は
125万円、30万未満帯は 20万円、
200 万円以上帯は 250 万円)とし、
回答人数により算出した。 



3. 喪主等を務められた葬儀形態を決定した時期 
・ 通常、葬儀に関しては、ご逝去後に決定する事項が多く、慌ただしく進むと言われている。そこで「喪主を務め

られた葬儀の形態はいつ決定されたか」を聞いたところ、グラフ 3 の通り、「逝去後に決定した」方が 57.7%と
多数ではあるが、「逝去前に決定した」方も 39.3%と約４割近い方が生前に決定されている事がわかった 

    
 

4. 喪主等を務められた葬儀の事前準備 
・ 喪主等経験層の方に「事前に葬儀の準備を行っていたか」を聞いたところ、グラフ 4の通り、「事前準備してい

た方」が 34.4%、「事前準備していなかった」方が 65.6%となっている 
※参考までに喪主の立場の方と喪主に準じた立場の方で区分してみると、喪主の立場の方の事前準備比率 
が 42.6%と高くなっているのがわかる 

  
   
 

参考表 総数
事前準備

あり

事前準備

なし

全体 878 34.4% 65.6%

喪主の立場
439 42.6% 57.4%

喪主に準じた

立場 439 26.2% 73.8%
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① 葬儀の事前準備をしていた方に、その準備していた内容を聞いてみると、グラフ 5 の通り、「生前に葬儀
社を決定」されていた方が 61.6%と最も多く、続いて「冠婚葬祭の互助会に入会」していた方が
39.1%となっている 

          
 

② 葬儀の事前準備をしていなかった方に実際の葬儀の際、苦労された点を聞いたところ、グラフ 6の通り、
「葬儀の内容・手順など」が最も多く 42.5%、続いて「訃報の連絡先(34.7%)」「葬儀の規模・形態
(31.9%)」と葬儀となると最初に決めなければならない点が多く挙げられている 

    
 

・ 葬儀の事前準備に関する質問と上記 3.葬儀形態の決定時期とを相関分析してみると、表 4の通り、一定
の相関はみられるものの、葬儀形態を「生前に決定」されていた方の４割が「事前準備をしていなかった」という
結果も認められた 
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(注)葬儀の形態をいつ決定したかとの回答中、覚えていない 26名を除き掲載 
 

・ さらに、事前準備比率を地域別にみてみると、赤文字数値の通り、葬儀の形態で「一般葬」の比率が高かった
「北海道と九州地方」では事前準備比率が高く、逆に事前準備比率が低いのは「東北地方」となっている 

 

5. 喪主等を務められた葬儀の満足・不満 
・ 喪主等を務められた葬儀について、満足されていたか、不満であったかを聞いたところ、「満足(28.8%)」と「ど

ちらと言うと満足(48.7%)」となり、合計 77.5%と不満合計 5.6%を大幅に上回っている 

   

事前準備あり 事前準備なし

878 34.4% 65.6%

生前に決定 345 60.0% 40.0%

逝去後に決定 507 18.3% 81.7%

表4

葬儀形態は

いつ決定さ

れましたか

葬儀の事前準備

全体

総数

事前準備

あり

事前準備

なし

878 34.4% 65.6%

北海道 40 42.5% 57.5%

東北地方 43 25.6% 74.4%

関東地方 343 33.5% 66.5%

中部地方 114 32.5% 67.5%

近畿地方 194 34.0% 66.0%

中国地方 46 34.8% 65.2%

四国地方 15 33.3% 66.7%

九州地方 83 42.2% 57.8%

総数

表5

地域別

葬儀の事前準備

していたか

全体

喪主の立場の方の左記比率は 34.1% 

喪主に準じた立場の方の同上は 50.4% 

満
足
割
合
77
%
超 
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① 「満足」と「どちらかと言うと満足」と回答された方に満足された理由を聞いたところ、グラフ 7 の通り、「葬
儀社・葬儀スタッフの対応が良かった」が 69.5%と最も高く、続いて「故人と充分なお別れができた
(44.6%)」「遺族の負担が少なかった(35.2%)」の理由が高くなっている 

 
 
さらに、満足と回答された喪主等が「葬儀での役割」「葬儀の形態」「葬儀の決定時期」をどう実施され
ていたか、並びに「事前準備の有無」と「葬儀の事前準備の内容」はどうだったかを、各々回答の平均割
合より 5ポイント以上高い比率を選定(表 6‐1、表 6‐2の赤文字)してみると、葬儀施行における高い
満足度を得られるパターンが導かれる 

【葬儀執り行い時に高い満足度を得られるパターン】 
「喪主の立場」で葬儀を執り行い、「生前に葬儀形態を決定」し、「事前準備」を行うこと 
そして、満足度の高い事前準備としては、「生前に葬儀社を決定」や「冠婚葬祭の互助会に入
会」し、「葬儀に関する情報等を収集」するとともに「葬儀費用を準備」しておくこと 

 

           

表6-1

総数
喪主の

立場

喪主に準

じた立場
一般葬 家族葬 一日葬

直葬・

火葬式

生前に

決定

逝去後に

決定

全体 878 50.0% 50.0% 34.4% 55.1% 5.2% 4.7% 39.3% 57.7%

満足
253 55.3% 44.7% 34.4% 53.0% 7.1% 5.5% 48.6% 51.0%

どちらかと言

うと満足 428 50.2% 49.8% 32.2% 59.1% 4.2% 4.0% 40.4% 57.5%

表6-2

総数
事前準

備あり

事前準

備なし

生前に葬

儀社決

定

生前に

葬儀仲

介サービ

ス依頼

冠婚葬

祭の互

助会に入

会

葬儀に関

する情

報・資料

等を収集

葬儀の

手順等を

確認

葬儀費

用の準

備

全体 878 34.4% 65.6% 61.6% 25.5% 39.1% 27.2% 19.9% 27.5%

満足
253 39.9% 60.1% 76.2% 23.8% 43.6% 32.7% 27.7% 36.6%

どちらかと言

うと満足 428 34.8% 65.2% 54.4% 28.2% 38.9% 26.2% 15.4% 23.5%

喪主等として

行った葬儀

に満足して

いますか

事前準備の有無 事前の準備内容

喪主等として

行った葬儀

に満足して

いますか

葬儀決定時期葬儀の形態葬儀での役割
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② 「不満」と「どちらかと言うと不満」と回答された方に満足された理由を聞いたところ、グラフ 8 の通り、「葬
儀費用の観点」が 53.1%と半数以上の方が理由として挙げ、続いて「葬儀社・葬儀スタッフの対応に
不満」と「遺族の負担が重かった」が同数の 30.6%となっている 

 
 
さらに、不満合計の母数が 49名と少ないため、最も多い回答理由となった「葬儀費用の観点」にのみ
焦点を当て、回答された方(26名)の「葬儀の総額費用」と「葬儀の形態」を確認してみると、表 7 の
赤文字通り、比較的高価格帯であったことと、葬儀形態は「家族葬」で多くなっているという結果であった 

 
以上 

 

表7

総数
30万円

未満

30万円以

上～50万

円未満

50万円以

上～100

万円未満

100万円

以上～

150万円

未満

150万円

以上～

200万円

未満

200万円

以上

わからな

い

全体 878 6.7% 12.2% 24.8% 22.7% 13.3% 10.0% 10.3%
不満と思わ

れた理由は
葬儀費用の

観点 26 0.0% 3.8% 19.2% 23.1% 26.9% 19.2% 7.7%

総数 一般葬 家族葬 一日葬
直葬・

火葬式
その他

全体 878 34.4% 55.1% 5.2% 4.7% 0.6%
不満と思わ

れた理由は
葬儀費用の

観点 26 26.9% 61.5% 7.7% 0.0% 3.8%

葬儀の形態

葬儀の総額費用
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